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１．概要（Summary） 

表面増強ラマン散乱（Surface Enhanced Raman 

Scattering: SERS）は単分子吸着している分子を検出可

能なほど高感度であるため材料の表面状態を分析する手

法として非常に有用である。SERS 効果は貴金属ナノ構

造体の局在表面プラズモンの増強電場によって、得られ

るラマンスペクトルが増強される現象であり、増強程度は

ナノ構造体のサイズ、形状に大きく依存する。本研究では

テンプレート法を用い、効率的な SERS 効果を発揮する

金ナノ構造体を形成することを目的とする。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 原子層堆積装置 

 12連電子銃型蒸着装置 

【実験方法】 

 本研究では，Al陽極酸化皮膜(AAO)をテンプレートとし

て用いて，金ナノ構造体の調製を行った．0.3 M H2SO4 

水溶液を電解液として用い，印加電圧 25 Vの条件のもと

AAO を調製した．AAO の開口側に厚さ 100 nm の Au

層を蒸着形成し，金ナノ構造体を得た． 

 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

Fig. 1にテンプレートに用いたAAOの SEM写真を示

す．AAO は細孔径 30 nm，細孔間距離 50 nm の規則

細孔構造を有することが分かる．この AAOをテンプレート

として用いて調製した金ナノ構造体の SEM 写真を Fig. 

2に示す．得られた構造体は，直径 50 nmの規則的凹凸

を持つナノ構造体であることが分かった．テンプレートとし

て利用した AAO の細孔間隔は 50 nm であり，AAO の

細孔構造を金薄膜に転写することができた．このナノ構造

体を用いて，SERS 効果の確認を行った．有機分子の

Raman 散乱を評価した結果，1000 倍程度の検出感度

向上が確認された．今後，ナノ構造体の構造を変え，効率

的に SERS効果を発現する金ナノ構造体の調製を行って

いく． 
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５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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Figure 2 – SEM image of the Au nanostructure. 

Figure 1 – SEM image of AAO film. 


